
学 年 教科等 単元名 日  時 

第６学年 国語科 
文章に対して考えたことをまとめよう 

（教材：イースター島にはなぜ森林がないのか） 
令和元年７月２日(火)６校時 

本時における 

 「深い学び」 

筆者の述べ方の工夫を捉え、文章の内容と知識や経験を結び付けながら、原因に対する自分の

考えをまとめていき、さらにその達成度を自己評価する学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

言葉にかかわらせるための発問の工夫 

授業をふりかえって･･･ 
○ 森林がなくなった原因を選択させる発問を行ったことで、原因同士を関連付けて思考

していくなかで、言葉にかかわらせることができた。今後も、子どもの反応を具体的に

予想しながら、言葉にかかわらせるために発問を精選していきたい。 

● シンプルな指導過程にしたつもりであったが、子どもの実態に合った難易度の学習内

容ではなかった。全員が考えられる学習内容を設定していかなければならない。 

また、「『ラット』とい

う言葉は初めて出てき

たかな。」と発問するこ

とで、事前の段落でも出

てきていることに気付

かせ、後で起こることを

予告するような筆者の

述べ方の工夫を理解で

きるようにした。 

４つの原因のうち、

「筆者はどれが一番大

きな原因だと思ってい

るのかな。」と発問する

ことで、事実と意見との

関係を整理して、それぞ

れの原因を関連付けて

捉えることができるよ

うにした。 

文章の内容と知識や経験を結び付け

ながら、一番大きな原因に対する自分の

考えをまとめさせた。 

言葉の力をメタ認知させる手立て 

「文章の内容から考えをまとめられ

たか」という視点で達成度を自己評価

させることで、言葉の力が身に付いて

きているかを自覚できるようにした。 

 ４つも原因を挙げてい

るね。筆者はどれが一番

大きな原因だと思ってい

るのかな。 

 ぼくは、「モアイ像」

が一番大きな原因だ

と思います。結論で、

モアイ像に関係する

ことを述べているか

らです。 

 

 「ラットのはんしょく」
が一番だと思うな。ラッ
トがいなかったら、 

木が生えていたはずだ 

から。 

 「ラット」と「モ

アイ像」で迷いま

す。後の方で、宗

教のことも述べて

いるから、モアイ

像かな。 

 「モアイ像」と「ラット」で考えが

分かれたが、「ラット」だけ強調され

た述べ方をしているということで、こ

のようなまとめをした。 選択させる発問→森林がなくなった原因同士を関連付けて思考する。 

ペアでの質問や感想の伝え合い→客観的に自分の言葉の力をふりかえる。 

 ラットが増えたことで、森林等がなくなることがよ

く分かった。私の近くでも野良猫をよく見るけれど、

生態系の影響なのかなと思った。いろいろなことが重

なって、環境がこわれていくのだろうね。 

 自分が見たことを入れているので、

考えがよく伝わってきたよ。 

【国語科研究部が捉えたメタ認知の定義】 
 

自分が行っている言語活動をとお

して言葉の力が身に付いているか客

観的にふりかえり、達成度を自己評

価して目標を再設定すること 

 「文章の内容から考えをまとめる力」
がどれくらい身に付いているか、毎時間
ふりかえらせた。 

達成度の数値化 

ペアで考えを伝え合い、質問させ合

うことで、客観的な視点で自分の考え

を見つめ直すことができるようにし

た。 



授業実践計画 

○ 指導計画（８時間） 

 

 

 

 

 

○ 本時の目標 

 

 

○ 指導過程                                      

学習活動及び学習内容 教師のかかわり 

１ 本時の学習について話し合う。 

○ ４つの原因の想起と分類 

  ・農地の開墾 

  ・丸木船の作成  （人間による直接の森林破壊） 

  ・モアイ像の製作 

  ・ラットの繁殖（生態系への影響） 

 ○ 本時の学習問題 

 

 

２ 筆者が述べている一番大きな原因を選ぶ。 

○ 学習範囲（P36ℓ６～P39ℓ13） 

 ○ 選んだ理由 

  ・ラットが増えたことじゃないかな。ラットが食べ

なかったら、ヤシの実も残ったはずだから。 

 

３ 筆者が述べている一番大きな原因について話し合

う。 

○ 一番大きな原因 

 ・ラットの繁殖 

（理由） 

 ・太い木を伐採したとしても、絶えず新しい芽が出

てきたはず。 

   しかし 

  ・ヤシの木の森林が再生することはなかった。 

   ラットが、ヤシの木の再生をさまたげたらしいの

だ。（生態系への影響） 

 

４ 生態系への影響という原因について、自分の考えを

まとめて伝え合う。 

○ 原因に対する自分の考え 

 ・外来種という名前をテレビでもよく聞きますが、 

生態系への影響は恐ろしいですね。    等 

 

５ 本時の学びをふりかえる。 

○ 「文章の内容から考えをまとめる力」を基にした自

己評価 

○ 前時に学習した、森林がなくなった４つの原因を記したカード

を提示する。４枚のカードを２つに分類させることで、人間によ

る直接の森林破壊と生態系への影響という原因の意味を捉え直

すことができるようにする。 

○ 「筆者はどれが一番大きな原因だと思っているのかな。」と発

問することで、それぞれの原因を関連させながら、筆者の述べ方

を考えていこうとする目的意識をもてるようにする。 

 

 

○ 一番大きな原因を選べない子どもには、「森林はもう生えてこ

ないのかな。」と問いかけることで、「再生」という言葉に着目さ

せ、ラットの繁殖が原因ではないかという見通しをもてるように

する。 

 

 

○ 「筆者は、どんな述べ方をしているかな。」と問いかけること

で、内容だけではなく、述べ方にも着目して選んだ理由を考えら

れるようにする。 

○ 「しかし」の前後の文の意味を比較させることで、生態系への

影響が森林をなくした一番大きな原因として述べられているこ

とを捉えられるようにする。 

○ 「『ラット』という言葉は初めて出てきたかな。」と発問するこ

とで、段落⑥と⑦でも「ラット」という言葉があり、後で起こる

大きな災いを予告するような筆者の述べ方の工夫を理解できる

ようにする。 

 

 

○ 自分の考えをまとめる際に、文章の内容と知識や経験を結び付

けさせることで、原因に対する自分の考えの根拠を明確にできる

ようにする。 

○ 考えをまとめた後に、ペアで互いの考えを伝え合い、質問させ

合うことで、客観的に自分の考えを見つめ直すことができるよう

にする。  

○ 「文章の内容から考えをまとめられたか」という視点で達成度

を自己評価させることで、言葉の力が身に付いてきているかを自

覚できるようにする。 

○ めざす子どもの姿 

 

 

 

「しかし」という言葉の前後で、人間が直接行った森林破壊よりも、生態系への影響が大きな原因

であるということが分かるね。ささいな出来事が、大きな災いをもたらすこともあるんだね。私にも

似たようなことがあったな。                       【思考・判断・表現】 

 

⑴ 単元のゴールの姿から単元のめあて及び学習の見通しをもつ。                      ２時間 
⑵ 新出漢字や語句等の意味を確認し、文章の構成を捉える。                        ２時間 
⑶ 事実と意見との関係を押さえ、文章の内容について自分の考えをまとめる。                 ３時間 
・ ４つの原因と結果について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１  
・ ４つの原因のかかわり ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１（本時） 
・ 要旨の把握 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

⑷ 文章の内容について自分の考えをまとめ、コメンテーターになって伝え合う。               １時間 

 筆者が一番大きな原因として述べていることを捉え、それに対する自分の考えをまとめることができる。 

筆者は、４つのうち、どれを一番大きな原因と

して述べているかな。 



 
結論 本論 序論 構成 

「
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
は
な
ぜ 

 
森
林
が
な
い
の
か
」 

 
 
 
 

（
東
京
書
籍
六
年
） 

筆者の主張 二つの原因による森林破壊 人が上陸するまでのイースター島 話題提示 イースター島の紹介 意味

段落 P40ℓ13←P38ℓ７ P38ℓ６ ← P36ℓ１ P36ℓ5 ← P35ℓ1 P34ℓ9←P34ℓ８ P34ℓ７ ← P34ℓ１   

㉗     ㉖㉕ ㉔㉓   ㉒     ㉑     ⑳  ⑲  ⑱⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪  ⑩⑨  ⑧ ⑦         ⑥   ⑤       ④  ③ ②    ① 形式段落 

イ
ー
ス
タ
ー
島
の
歴
史
か
ら
、
わ
た
し
た
ち
が
教
え
ら
れ
る
の
は
〈
略
〉
す
な
わ
ち
、
ひ
と
た
び
自
然

の
利
用
方
法
を
誤
り
、
健
全
な
生
態
系
を
傷
つ
け
て
し
ま
え
ば
、
同
時
に
文
化
も
人
々
の
心
も
あ
れ
果

て
て
し
ま
い
、
人
々
は
悲
惨
で
き
び
し
い
運
命
を
た
ど
る 

 

 
 

 
 

 

今
後
の
人
類
の
存
続
は
、
む
し
ろ
、
子
孫
に
深
く
思
い
を
め
ぐ
ら
す
文
化
を
早
急
に
築
け
る
か
ど
う
か

に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

イ
ー
ス
タ
ー
島
か
ら
森
林
が
失
わ
れ
た
大
き
な
原
因 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

森
林
か
ら
太
い
木
を
ば
っ
さ
い
し
た
と
し
て
も
、〈
略
〉
材
木
も
持
続
的
に
供
給
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。 

し
か
し
、 

イ
ー
ス
タ
ー
島
で
は
、
ヤ
シ
の
木
の
森
林
が
再
生
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

 
 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、〈
略
〉
ば
っ
さ
い
と
い
う
人
間
に
よ
る
直
接
の
森
林
破
壊
と
、
人
間
が
持
ち
こ
ん

だ
外
来
動
物
で
あ
る
ラ
ッ
ト
が
も
た
ら
し
た
生
態
系
へ
の
え
い
き
ょ
う
に
よ
っ
て
、
〈
略
〉
ほ
ぼ
完
ぺ

き
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

一
七
二
二
年
〈
略
〉
森
林
は
な
く
、
そ
の
結
果
、
む
き
出
し
と
な
っ
た
地
表
の
土
が
雨
や
風
に
流
さ
れ
、

畑
は
や
せ
細
っ
て
い
た
。 

魚
や
海
鳥
を
と
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

食
り
ょ
う
を
う
ば
い
合
う
村
ど
う
し
の
争
い
が
絶
え
ず
、
島
の
人
口
も
、
最
も
栄
え
て
い
た
こ
ろ
の
三

分
の
一
に
ま
で
減
少
し
て
い
た
。 

今
か
ら
約
千
六
百
年
前
、 

・
島
は
ヤ
シ
類
の
森
林
に
お
お
わ
れ
て
い
た
。 

・
ほ
乳
動
物
は
生
息
せ
ず
、
空
を
自
由
に
飛
ぶ
こ
と
の
で
き
る
鳥
類
が
数
多
く
住
み
着
い
て
い
た
。 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・
泳
い
で
た
ど
り
着
く
こ
と
の
で
き
る
ほ
乳
動
物
が
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

ポ
リ
ネ
シ
ア
人
た
ち
は
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
た
ど
り
着
い
た
初
め
て
の
ほ
乳
動
物
〈
略
〉
実
は
そ
の
と

き
、
も
う
一
種
類
、
別
の
ほ
乳
動
物
が
、
ひ
そ
か
に
上
陸
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ポ
リ
ネ
シ
ア
人
た
ち
が
、
長
い
船
旅
の
間
の
食
り
ょ
う
と
す
る
た
め
に
船
に
乗
せ
て
い
た
、
ラ
ッ
ト
で

あ
る
。 

や
が
て
、
こ
の
ラ
ッ
ト
の
子
孫
が
、
〈
略
〉
大
き
な
わ
ざ
わ
い
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。 

ポ
リ
ネ
シ
ア
人
た
ち
に
と
っ
て
、
ラ
ッ
ト
の
船
か
ら
の
逃
走
な
ど
、
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
出
来
事
で
あ
っ

た
に
ち
が
い
な
い
。 

 
 

 

チ
リ
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
位
置
や
大
き
さ
等 

・
太
平
洋
に
う
か
ぶ
絶
海
の
孤
島 

・
島
の
面
積
は
〈
略
〉
香
川
県
の
小
豆
島
と
同
じ
く
ら
い
の
広
さ 

 

現
在
の
イ
ー
ス
タ
ー
島 

・
森
林
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。 

 

し
か
し 

⇔
 

島
に
残
る
遺
跡
の
調
査
と
「
花
粉
分
析
」
の
結
果 

・
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
た
ち
が
初
め
て
こ
の
島
に
上
陸
し
た
西
暦
四
〇
〇
年
ご
ろ
に
は
、
島
全
体
が
森
林 

 
 
 

に
お
お
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

文
章
構
成 

要旨 

自
然
の
利
用
方
法
を
誤
り
、
健
全
な
生
態
系
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
と
、
同
時
に
文
化
も
人
々
の
心
も
あ
れ
果

て
て
し
ま
い
、
人
々
は
悲
惨
で
厳
し
い
運
命
を
た
ど
る
。
今
後
の
人
類
の
存
続
は
、
子
孫
に
深
く
思
い
を
め
ぐ

ら
す
文
化
を
早
急
に
築
け
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。 

○ 

筆
者
が
述
べ
た
い
こ
と
の
中
心
に

あ
た
る
文
は
ど
れ
か
。 

（
文
章
に
対
す
る
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
） 

 
 
 （

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
考
え
を
伝
え
合

う
こ
と
） 

○ 

森
林
が
失
わ
れ
た
原
因
は
、
い
く
つ

あ
る
の
か
。 

 

○ 

原
因
を
述
べ
る
と
き
に
、
な
ぜ
、
事

実
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
。 

     

○ 

「
し
か
し
」
の
前
と
後
の
文
の
意
味

は
ど
う
違
う
か
。 

 

○ 

「
農
地
」
や
「
丸
木
船
を
使
っ
た
漁
」

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。 

 

○ 

四
つ
の
原
因
の
う
ち
、
ど
れ
が
一
番

大
き
な
原
因
と
し
て
、
筆
者
は
述
べ
て

い
る
か
。 

（
文
章
に
対
す
る
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
） 

○ 

何
の
た
め
に
地
図
が
載
せ
て
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。 

     

○ 

な
ぜ
、
「
実
は
」
や
「
ひ
そ
か
に
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
か
。 

 

○ 

題
名
と
同
じ
意
味
の
問
い
が
書
か

れ
て
あ
る
の
は
ど
こ
か
。 

 

○ 

な
ぜ
、
「
絶
海
の
孤
島
」
と
い
う
表

現
を
使
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

主
な
発
問 

（
言
語
活
動
） 

原
因 

農
地
に
す
る
た
め 

島
の
堆
積
物
の
中
に
ふ
く
ま
れ
る
樹
木
の
花
粉
が
時

代
と
と
も
に
減
少
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。 

原
因 

丸
木
船
を
作
る
た
め 

島
に
住
む
人
々
は
、
こ
の
丸
木
船
に
乗
っ
て
〈
略
〉
そ

こ
に
生
息
す
る
無
尽
蔵
と
も
い
え
る
海
鳥
を
と
ら
え
て 

原
因 

モ
ア
イ
像
の
製
作 

モ
ア
イ
像
を
、
石
切
り
場
か
ら
運
ぶ
た
め
に
森
林
が
ぎ

せ
い
と
な
っ
た
。 

 

原
因 

ラ
ッ
ト
の
は
ん
し
ょ
く 

ラ
ッ
ト
た
ち
が
ヤ
シ
の
実
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
た
め

に
、
新
し
い
木
が
芽
生
え
て
育
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た 

問
い 

イ
ー
ス
タ
ー
島
の
森
林
は
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

○ 教材分析 



○ 単元指導計画（８時間） 

段階 
主な学習活動及び学習内容 

※ 吹き出しは予想される子どもの問題意識や目的意識 
教師のかかわり 具体的な評価規準 

 
生 
み 
出
す 
 
 
⑵ 

１ 単元のゴールの姿から単元のめあてを

設定する。              ＜１時間＞ 

 ○ 身に付けたい言葉の力 

◇ 文章の内容から考えをまとめる力 

 ○ 単元のめあて 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教材を通読し、学習の見通しをもつ。       

＜１時間＞ 

○ 初発の感想 

○ 学習の見通し 

○ ワイドショーの写真を提示し、コメンテーターが

情報に対して、知識や経験を結び付けながら自分の

考えを発言していることを捉えさせる。そのうえ

で、「みんなもコメンテーターのように考えを言え

るかな。」と問いかけることで、自分の考えをまと

めてコメンテーターになるという単元のゴールへ

の意欲を高められるようにする。 

○ 原爆ドームをテーマにした資料を読ませて、試し

にコメンテーターにならせることで、文章の内容と

知識や経験を結び付けて考えをまとめることへの

必要感をもてるようにする。 

 

○ 題名読みを行い、イースター島の様子を想像した

うえで音読させる。初発の感想を交流し合わせるこ

とで、文章の内容に対する考えを広げ、単元のゴー

ルへの見通しをもてるようにする。 

○ 文章の内容から

考えたことを伝え

合うことに関心を

もち、事実と意見と

の関係を押さえな

がら読むことに意

欲をもっている。 

（態度） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
挑 
む 

 
 
⑸ 
 
 

３ 新出漢字や語句等の意味を確認し、文

章の構成を捉える。      ＜２時間＞ 

 ○ 新出漢字や語句、文末表現の意味 

 ○ 文章の構成 

 

 

 

４ 事実と意見との関係を押さえ、文章の

内容について自分の考えをまとめる。               

＜３時間＞ 

 

○ ４つの原因と結果について⑴   

                 

 

 

 

 

 

○ ４つの原因のかかわり⑴ 

 

 

 

 

 

○ 要旨の把握⑴ 

 

 

○ 新出漢字や「はんしょく」等の語句、「○○され

たはずである。」といった文末表現の意味を確認さ

せることで、語句と語句との関係に着目したり、事

実と意見を整理したりできるようにする。  

○ 27 個ある形式段落の番号カードを動かしながら

意味段落に分けさせ、意味段落に名前を付けさせる

ことで、文章の構成を捉えられるようにする。 

○ 教材の内容を解釈していく３時間は、一単位時間

の後半で、文章の内容について知識や経験を結び付

けながら考えをまとめさせることで、言葉の力を

徐々に身に付けられるようにする。 

○ 自分の考えをまとめた後は、ペアで互いの考えを

伝え合い、質問させ合うことで、客観的に自分の考

えを見つめ直せるようにする。さらに、「文章の内

容から考えをまとめられたか」という視点で達成度

を自己評価させることで、言葉の力が身に付いてき

ているか自覚できるようにする。  

○ 森林がなくなった大きな原因がいくつあるか考

えさせることで、「まず」「次いで」「さらに」とい

う接続語に着目しながら、４つの原因を捉えられる

ようにする。 

○ 「筆者はどれが一番大きな原因だと思っているの

かな。」と発問することで、それぞれの原因を関連

させながら、筆者の述べ方を捉えられるようにす

る。 

○ 一番大きな原因である「生態系の影響」をキーワ

ードにし、結論の文章を基に考えさせることで、要

旨を把握できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事実と意見との

関係を基に、原因と

結果について整理

している。 

（思・判・表）       

○ 「しかし」や「～

らしい」といった語

句の意味を理解し、

考えをまとめる際

に使っている。       

（知・技） 

 

 

 

 

 

○ 筆者が述べてい

る一番大きな原因

を基に、要旨を把握

している。  

（思・判・表） 

生 
か 
す 
 
 
⑴ 

５ 文章の内容について自分の考えをまと

め、コメンテーターになって伝え合う。               

＜１時間＞ 

 ○ 考えのまとめ 

 ○ 単元のゴール「イースター島ワイド

ショー」 

 ○ 単元のふりかえり 

 

○ 原因や結果、要旨を基にして、文章の内容と知識

や経験を結び付けさせることで、筆者の考えに対す

る自分の考えをまとめられるようにする。 

○ まとめた自分の考えを基に、各自がコメンテータ

ーとなって、考えを伝え合う。その際、仲間の考え

に対して、質問させたり感想を伝えさせたりするこ

とで、考えを深められるようにする。 

○ この単元で「何ができるようになったか」「何を

学んだか」「どのように学んだか」という視点でふ

りかえらせることで、身に付けた言葉の力を自覚で

きるようにする。 

○ 筆者の考えに対

する自分の考えを

まとめている。 

（思・判・表）         

 

○ 「文章の内容から

考えをまとめる力」

が身に付いたと自

覚している。（態度）  

 

事実と意見との関係に注意しなが

ら読み、文章の内容から考えたことを

まとめよう。 

コメンテーターになるには、情報と知識
や経験を結び付けて、考えをまとめていか
ないといけないな。まずは、教科書の内容

をよく理解してみよう。 

本時 
２／３ 

４つのうち、どれが一番大きな原因になる
のかな。 

 「序論・本論・結論」にはどんなことが

書かれているのかな。 

 森林がなくなった原因はいくつあるのか
な。 

これまでの原因の述べ方から考えると、筆
者が述べたいことの中心は、生態系の影響に
関することじゃないかな。 

 なるほど。私たちも気付かずに、生態系
の影響にかかわるようなことを生活のなか
でしていたかもしれないな。筆者が述べて
いるように未来のことも考えなくてはいけ
ないね。 


